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1. まえがき

産業用ロボットの駆動源が油圧から電気式に替わって30年余り，

サーボモータを搭載した産業用ロボットは，技術的にも生産数量的

にも発展を続け，現在では自動車産業向け，電子・電気機械向けを

中心に，全世界で100万台以上が稼動していると言われている。産

業用ロボットの腕を駆動するサーボモータには，小型・軽量で大トル

クを高効率で発生し，低速から高速まで滑らかに動くことが要求さ

れる。電子・電気機器の組立や実装に用いられる可般質量5kg以下

のロボットアームでは，当社が2006年に発売した「SANMOTION R」

シリーズ小容量ACサーボモータ（1）が，その小型・軽量，大トルク，高

速回転，高効率の性能を活かして，活躍している。

今回，「SANMOTION R」シリーズ小容量ACサーボモータの上位容

量機種に位置付け，さらに可搬質量の大きなロボットに適した，550W

から5kWまでの，小型・大トルク・高速回転・低トルクリップル・高効

率の，「SANMOTION R」シリーズ中容量ACサーボモータを開発した。

ラインアップは，フランジ角サイズ130mmの550W，1.2kW，2kW

およびフランジ角サイズ220mmの5kWの4機種である。

2. 特長

開発品の特長を述べる。1.2kW出力，保持ブレーキ付，アブソ

リュートエンコーダ付のモータの外観図を図1に示す。

1）トルク－速度特性領域の拡大

本開発品は，最大トルクと最高回転速度の向上を両立させることを

目指した。図2に5kWモータの当社従来製品とのトルク－速度特性

の比較を示す。

最大回転速度を60％，最大トルクを7％向上させた。

2）小型・軽量化

本開発品は，モータ構成部品の新規設計，磁気回路の最適化，巻

線占積率の向上によるモータの小型化，薄型アブソリュートエンコー

ダの採用などにより，全長の短縮を図った。

表１に，当社従来製品との比較を示す。

3）低トルクリップル

本開発品は，低コギングトルク化のために磁気回路の最適化を

行った。図3に，コギングトルク波形の例を示す。コギングトルクの

振幅値は連続ストールトルク比の 0.5％以下であり，この値は業界

トップクラスである。

4）高効率

本開発品は，保持ブレーキの消費電流も含めて，省エネルギー化

を図った。表 2に，当社従来品との消費電力の比較を示す。

5）長寿命部品の採用

本開発品は，摩耗・劣化をともなう部品に対して，軸受構造，オイ

ルシール材質の見直し，保持ブレーキの専用設計などを行うことに

より，長寿命化を図った。

最高回転速度が高くなることにより軸受には負担が増えることか

ら，グリースは高温寿命時間が長く高頻度の正逆回転にも油膜切

れの起きにくい，サーボモータに適した銘柄を採用した。

モータがギヤボックスに直結される場合，オイルシールがモータへ

の油分浸入を防止する。最近のギヤボックスには多種多様なグリー

スが充填されており，オイルシール材質とリップ形状は，これらに対

応できるようにオイルシールメーカと共同で開発した。

可搬質量の大きいロボットを駆動する5kWモータの保持ブレーキ

は，保持トルクを従来比で 30％向上させた。これにより，保持動作

をさらに安定化することができた。

図1　開発品の外観（1.2kWモータ，ブレーキ付）
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3. 仕様

表3に，本開発品の仕様一覧を示す。図4から図7にトルク－回転

速度特性を示す。

最高回転速度を，従来の3500min-1より5000min-1へ，2500min-1

より4000min-1へそれぞれ引き上げた。

ロータイナーシャは，当社従来製品のQ2シリーズと互換のある中

慣性仕様とした。

4. むすび

当社新製品の「SANMOTION R」シリーズ中容量ACサーボモータ

の特長，仕様について述べた。

産業用ロボットの需要は，工場の生産性向上，少子高齢化にとも

なう労働力不足，人に危険な作業の代替，生産品質の安定性確保

のため今後も増加すると予測されている。

本開発品の特長である，

• 高速運転，大トルク

• 小型・軽量化

• 低トルクリップル

• 高効率

• 長寿命

を活かし，産業用ロボットの高生産性および省エネルギー化に貢

献できるものと考える。

また，産業用ロボット以外の金属加工機，木工機，医療用機器，

半導体製造装置，液晶製造装置および繊維機械などのさまざまな

分野においても，お客さまに満足いただける性能を発揮できるもの

と考える。

今後は，「SANMOTION R」シリーズACサーボモータを，大容量機

種まで展開する予定である。
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定格出力
開発品

（保持ブレーキ付）
（アブソリュートエンコーダ付）

従来品
（保持ブレーキ付）

（インクリメンタルエンコーダ付）

550W 139.5mm 171mm

1.2kW 160mm 188mm

2kW 216mm 226mm

5kW 220mm 227mm

表1　サーボモータ全長の比較
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最大速度 33%アップ

Q2AA22450H

図2　5kWモータトルク ー 回転速度特性

図3　5kWモータのコギングトルク

定格出力
開発品

（300min-1連続トルク）
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表 2　サーボモータの電力損失の比較

上段：モータ動力分，下段：保持ブレーキ励磁分（DC24V）
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表3　開発品の仕様
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図7　5kWモータのTー N特性
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図6　2kWモータのTー N特性
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図4　550ＷモータのTー N特性
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図5　1.2kWモータのTー N特性

モータ型番　（ ）フランジ角寸法 R2AA13050H
（130）

R2AA13050D
（130）

R2AA13120D
（130）

R2AA13200D
（130）

R2AA22500L
（220）項目 記号 単位

定格出力 PR kW 0.55 1.2 2 5

定格回転数 NR min-1 2000 2000

最高回転数 Nmax min-1 3500 5000 4000

定格トルク TR N・m 2.6 2.6 5.7 9.5 24

連続ストールトルク TS N・m 3.0 2.6 6.0 12 32

瞬時最大ストールトルク TP N・m 9.0 7.0 16 30 75

ロータイナーシャ
（エンコーダ含む） Jm×10-4 kg・m2（GD2/4） 3.1 6.0 12 55

モータ質量（エンコーダ含む） WE kg 5 7 10 24

ブレーキ保持トルク TB N・m 3.5以上 9.0以上 12以上 42以上

AC200V適用アンプ型番 RS1A03 RS1A05 RS1A10 RS1A15

AC200Vアンプ電源仕様 AC200V～230V+10, -15%, 50/60±3Hz
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